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23

言
葉
と
心
の
織
り
な
す
も
の
が

「
書
」で
あ
る
な
ら

「
書
」を
知
る
こ
と
は

「
人
」を
知
る
こ
と
だ
と
も
言
え
ま
す
。

書 Ⅲ

［書Ⅲ 702］

新
し
い
発
見
満
載
の

　
教
科
書
で
す
。

用
具
・
用
材
に
み
る
、

生
徒
た
ち
の
も
う
一
つ
の
個
性

教
科
書
の
表
紙
に
登
場
す
る
書

の
用
具
・
用
材
た
ち
は
、
実
際

に
高
校
生
が
授
業
で
使
用
し
て

い
る
も
の
で
す
。〝
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
〟
に
よ
る
厳
選
を
経
て

撮
影
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の

手
に
よ
り
使
い
込
ま
れ
た
そ
の

姿
に
、
人
と
文
字
を
つ
な
ぐ
用

具
・
用
材
な
ら
で
は
の
、
リ
ア

ル
な
創
作
の
息
遣
い
を
、
ど
う

か
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
表
紙
写
真
の
お
話
》

心
と
向
き
合
っ
て

言
葉
を
書
く
と
い
う
機
会
が

少
な
く
な
っ
た
現
代
。

今
こ
そ
、「
書
」と
向
き
合
い
、

多
く
の
先
人
た
ち
と

今
を
生
き
る
私
た
ち
自
身
の

言
葉
と
心
を
、

あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

書
Ⅰ
は
二
冊
で
ひ
と
つ
の
教
科
書
。

書
Ⅱ
は
一
冊
で
二
役
。

書
Ⅲ
は
Ⅰ
・
Ⅱ
の
学
び
の
集
大
成
。

教
育
図
書
の
想
い
の
形
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

書 Ⅰ・書Ⅰプライマリーブック　

［書Ⅰ 702・書Ⅰ 703］

2 冊で１セット。
それぞれ、表現主体、
鑑賞主体の内容です。

書 Ⅱ

［書Ⅱ 702］

冒
頭
の
16
ペ
ー
ジ
が

　
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
で
す
。
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レ
ジ
ェ
ン
ド

に
は
訳
が
あ
る
。

書
体
は

一
日
に
し
て

成
ら
ず
。

書
の
名
家
も
、

名
も
な
き
先
人
た
ち
も
、

み
ん
な「
私
の
書
」
を

書
い
て
き
た
。

「
書
は
人
と
と
も
に
あ
る
」と
い
う
こ
と
の

 

リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

書 

Ⅰ

書Ⅰ　36-37 ページ

書
Ⅰ　
18-

19
ペ
ー
ジ

書 

Ⅰ

書
Ⅰ

書
Ⅱ

書
Ⅲ

教
科
書
に

込
め
た
想
い

１

書 

Ⅲ 書Ⅲ　20-21 ページ
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書
に
は
、

歴
史
と
伝
統
と

文
化
が
あ
る
。

背
景
を
知
る
と

ど
ん
ど
ん

興
味
が
広
が
る
。

ど
ん
な
表
現
に
も

き
っ
か
け
や

動
機
が
あ
る
。

表
現
と
鑑
賞
の

往
還
が

納
得
へ
と
導
く
。

「
初
め
て
知
る
よ
ろ
こ
び
」
に
た
く
さ
ん
出
逢
っ
て
ほ
し
い
。

書Ⅱ　98-99 ページ 書 

Ⅱ

書Ⅰ　64-65 ページ

書 

Ⅰ

書
Ⅰ

書
Ⅱ

書
Ⅲ

教
科
書
に

込
め
た
想
い

２

書Ⅰプライマリーブック　8-9 ページ

書Ⅰ　54-55 ページ

書 

Ⅰ

「
腑
に
落
ち
て
納
得
す
る
体
験
」を
重
ね
て
ほ
し
い
。

書Ⅲ　8-9 ページ

書 
Ⅲ

書
Ⅰ

書
Ⅱ

書
Ⅲ

教
科
書
に

込
め
た
想
い

３　
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表
現
の
種
は

自
身
の
心
の

中
に
あ
る
。

書Ⅱ　114-115 ページ

書Ⅰ　6-7 ページ

比
較
す
る
こ
と

で
見
え
て
く
る

も
の
が
あ
る
。

書 

Ⅰ

書 

Ⅱ

「
言
葉
」、「
心
」と
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
。

書
Ⅰ

書
Ⅱ

書
Ⅲ

教
科
書
に

込
め
た
想
い

４

書Ⅰプライマリーブック　14-15 ページ

等
身
大
の
表
現
者
で
あ
り
鑑
賞
者
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

書 

Ⅲ書Ⅲ　60-61 ページ

書 

Ⅰ

書
Ⅰ

書
Ⅱ

書
Ⅲ

教
科
書
に

込
め
た
想
い

５　
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学習を広げたり深めるところに登場します。
しるしる みるみる

QR

sample

QR コード QR マーク

ミ
ニ
マ
ム
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
も
、ど
ん
な
学
び
も
受
け
止
め
ま
す
。

『
書
Ⅰ
』『
書
Ⅰ
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ブ
ッ
ク
』

表
現
主
体
の
学
習
に
『
書
Ⅰ
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ブ
ッ
ク
』、
鑑
賞
主
体
の
学
習
に
『
書
Ⅰ
』、

二
冊
そ
れ
ぞ
れ
が
、
充
実
し
た
内
容
と
考
え
抜
か
れ
た
造
本
設
計
な
の
で
、
授
業
時
間
数

や
教
室
の
環
境
、生
徒
の
実
態
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
ま
す
。

『書Ⅰプライマリーブック』が『書Ⅰ』
にすっぽりおさまる造本設計です。

学習を助けるさまざまな工夫

学びの道しるべ

書 Ⅰ P000-000 リンクマーク
二冊の学習が関連しているページを、『書Ⅰプ
ライマリーブック 』に示しています。

P000 リファレンスマーク
『書Ⅰ』の中で内容が関連しているページです。

P000 リファレンスマーク
『書Ⅰプライマリーブック 』の中で、内容が関

連しているページです。

QR コードにタブレットやスマートフォンをか
ざしてアクセスした web ページに、情報が掲
載されているマークです。

QR コ ー ドでアクセスした
web ページに、情報が掲載
されているものです。

『書Ⅰプライマリーブック』は、薄くて
半分に折りたたみやすい製本です。

①書Ⅰ［書Ⅰ 702］　A4 判 　120 ページ
②書Ⅰプライマリーブック［書Ⅰ 703］　A4 判 　50 ページ
①と②がセットになった、二冊組の教科書です。

① ②

項目 観点 特色等

内容の選択・程度 ＊学習指導要領の
教科の目標を達
成するため必要
な教材が適切に
用意されている
か。

＊基礎的・基本的
事項の理解や習
得のため適切な
配慮がされてい
るか。

・中学書写の内容の確認、表現を中心に書の基礎的・基本的事項の理解や習得を図ることを
目的とした『書Ⅰプライマリーブック』、鑑賞を中心に書の伝統と文化について幅広く理
解することを目的とした『書Ⅰ』の二冊の学習を通して、心豊かな生活や社会を創造して
いく態度を養えるように配慮されている。

・『書Ⅰ』と『書Ⅰプライマリーブック』の各単元をさまざまに組み合わせることによって、
書のよさや美しさを感受し、書の幅広い活動に取り組むことができる構成になっている。

・『書Ⅰ』の「書へのいざない」は、高校書道の学習を概観する内容、『書Ⅰプライマリーブッ
ク』の「書へのいざない」は、中学書写の学習の確認で構成されており、生徒が見通しを
立て、迷うことなく書道Ⅰの学習に取り組めるように配慮されている。

・「漢字の書」では、楷書と行書を中心にしながら、篆書・隷書・草書まで、各時代を代表
する基本的な古典を書風や技法の偏りなく幅広く取り上げている。

・「仮名の書」では、平安時代の優美な古筆を中心に、技法の特徴や美しさの要素を丹念に紐
解くことで、漢字の書の対極とも言える仮名の書の美を理解できるように配慮されている。

・「漢字仮名交じりの書」は、書が「言葉を書く」芸術であることを生徒が最も実感できる
領域であり、先人たちのさまざまな創意工夫の跡を鑑賞し、自身の表現の構想と工夫に
生かせるように配慮されている。

組織・配列・分量 ＊内容の組織・配
列は、学習指導
を有効に進めら
れるように考慮
されているか。

＊分量は学習指導
を有効に進めら
れるように考慮
され、精選され
ているか。

＊中高の接続に対
する配慮がされ
ているか。

＊弾力的な取り扱
いに対する配慮
がされているか。

・『書Ⅰプライマリーブック 』は、この一冊だけでも、書写能力の向上を図り、書の伝統に
基づく表現の基礎的な技能を身に付け、意図に基づいて構想し表現を工夫することがで
きる構成となっている。

・『書Ⅰ 』は、書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えたりすることがで
きる構成となっている。

・『書Ⅰ』の「漢字の書」は、篆書・隷書・草書・行書・楷書が人々の営みの中から必然性を持っ
て誕生したことを理解できるよう、書体の変遷順に領域が配列されている。

・『書Ⅰプライマリーブック』の「漢字の書」は、中学書写からの導入に始まり、楷書と行
書の基本的な古典を臨書し、作品制作へとつなげる配列となっている。

・『書Ⅰ』の「仮名の書」は、漢字から仮名が生まれた経緯に始まり、平安時代のさまざま
な古筆の美を、一字・一行・紙面全体へと目線を移しながら理解できるように配列されて
いる。

・『書Ⅰプライマリーブック』の「仮名の書」は、仮名の基本用筆に始まり、平仮名単体、
連綿の学習を経て、平安時代の端正な古筆を臨書し、作品制作へとつなげる配列となっ
ている。

・「漢字仮名交じりの書」は、『書Ⅰ』で漢字と仮名の調和したさまざまな表現を鑑賞する
とともに、『書Ⅰプライマリーブック』で、言葉と表現の関係を意識しながら、漢字や
仮名の古典や名筆を参考にしたり、用具・用材の扱い方や紙面構成を工夫するなどして、
自身の作品を制作するような構成となっている。

表 記・ 表 現 及 び 指
導に対する工夫や
配慮

＊学習意欲を高め
るための配慮が
されているか。

＊用語・記号の取
り上げ方や記述
の仕方は適切か。

＊生徒の自学自習
への配慮や工夫
がされているか。

・表現の学習に重点を置いた『書Ⅰプライマリーブック』と、鑑賞の学習に重点を置いた『書
Ⅰ』それぞれが、知識と技能の習得の意欲を喚起するような、簡潔でわかりやすい構成
になっている。

・領域や書体ごとに付したインデックス、二冊の往還を補助する数種類のマーク、親しみ
やすいイラストやキャラクターの活用、よく練られた単元のタイトルや解説の言葉・表
現など、生徒の理解しやすさと指導者の利便性の双方に配慮されている。

・難解な語句や覚えたい用語にふりがなを付したり、巻末に「書道用語集」を設けるなど、
自学自習にも配慮されている。

・書の伝統と文化を理解しやすくするため、生徒が興味や疑問を感じる内容について特に
丁寧に解説されている。

・タイトルや本文の文字は、古典の図版を際立たせるよう細いゴシック体で統一し、読みや
すい文字の大きさや太さに配慮するなど、視覚的に理解しやすくする工夫がされている。

・ICTを活用するための QRコードを、見開きページの左上に統一して掲載することで、生
徒や指導者の利用の便宜が図られている。

印刷・造本上の配慮 ＊ 印 刷 の 鮮 明 さ 、
活 字 の 大 き さ 、
行間、製本など
は適切か。

＊環境保全や生徒
の多様な特性に
配慮がなされて
いるか。

・古典の図版は、原本に迫る臨場感で、美しく鮮明に印刷されている。
・タイトル・本文とも、文字の視認性を重視した細いゴシック体フォントを使用し、紙面に

は適度な余白が確保されている。
・全ての生徒が無理なく学べるように、文字の太さや大きさ、ふりがなの大きさ、行間、

色使いが工夫されている。
・『書Ⅰプライマリーブック』は、臨書の際の便宜を図った半分に折りたたみやすい中綴じ

製本で、ページ数にも配慮し、蛍光灯等の反射の少ない紙が使用されている。
・『書Ⅰ』は、ノドの開きが大きい PUR製本と、戻りの少ないしなやかな紙が使用されている。
・表紙・本文とも軽量に仕上がる紙を使用することで、ページ数ほどの重量を感じない仕上

がりに配慮されている。
・表紙には、ポリプロピレンフィルム加工を施すことで、強度に配慮されている。

総合所見 ＊上記観点から見
た 、 全 体 的・ 総
合的な当教科書
の特徴。

・書道Ⅰの学習に必要な表現・鑑賞のための学習材を、二冊の教科書に系統的・段階的に取
り上げられている。

・表現の学習、鑑賞の学習それぞれに重点を置いた二冊の教科書が、各冊の学習効果だけ
ではなく、往還のマークを丁寧に付すことで、併用することによる学習の深化と発展に
も配慮されている。

・判型を生かした迫力ある紙面、鮮明で美しい図版、活用しやすい折り込みページの配置
により、知識・技能の習得からその活用まで、充実した学習が展開できるように工夫さ
れている。

・QRコードによる動画解説や国内外の美術館・博物館ホームページの参照等により、ICTの
効果的な活用による充実した学習活動が展開できる。

・再生紙や植物油インキを使用することで、環境に配慮されている。

『書Ⅰ』・『書Ⅰプライマリーブック』　 検討の観点と内容の特色
※教科書ご選定の際には、書名・教科書記号・番号等の記入欄に、「書Ⅰ（書Ⅰ702）／書Ⅰプライマリーブック（書Ⅰ703）」とお書きください。
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書Ⅱ［書Ⅱ 702］　A4 判 　134 ページ

ともに考え、ともに学ぶトビとカモです。
マナビトビワカルカモ

考えて見るマーク
マナビトビとワカルカモと一緒に、
考えながら鑑賞するページです。

考
え
て見
る

発展
学習

深
め
て

知
る

書道Ⅱの学習指導要
領に示されていない、
発 展 的な内 容です。
学習の幅を広げたり、
知識を深めたい場合
など、自身の興味・関
心にあわせて取り組
みましょう。

深めて知るマーク
（ 発展学習 ）

P000
リファレンスマーク
本書の中の参照ペー
ジを示しています。

QR コー ドでアクセ
スしたwebページに、
情報が掲載されてい
るものです。

QR マーク

学習に役立つ情報を web サイ
トで見ることができます。

QR コード

QR

sample

『
書
Ⅰ
』・『
書
Ⅰ
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ブ
ッ
ク
』
で
は
、
書
の
基
礎
・
基
本
を
学
び
ま
し
た
。『
書

Ⅱ
』
で
は
、
臨
書
で
何
を
学
ぶ
の
か
、
創
作
に
は
ど
ん
な
力
が
必
要
な
の
か
、
鑑
賞
と
は

作
品
を
た
だ
見
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
の
か
と
い
っ
た
、
書
の
本
質
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

臨書の目的を見失って形ばかりを追い求
めてしまったり、創作が目指す「自分ら
しさ」の表出に悩む時、どうすればよい
かを自ら考えたり、共に話し合う機会を
作ることも大切ではないでしょうか。

『書Ⅱ』で体験できること

書聖や能書が書いた古典も、書かれた当
初は、自分と同じ人間が、自分のためや
誰かを思って書いたものだと思って見て
みると、グッと自分に近づいてきます。

書Ⅱはプライマリー編から始まります。

深
淵
な
る
書
の
世
界
が
大
き
な
懐
を
広
げ
て
待
っ
て
い
ま
す
。

『
書
Ⅱ
』項目 観点 特色等

内容の選択・程度 ＊学習指導要領
の教科の目標
を達成するた
め必要な教材
が適切に用意
されているか。

＊ 基 礎 的・ 基 本
的事項の理解
や習得のため
適切な配慮が
されているか。

・『書Ⅰ』『書Ⅰプライマリーブック』二冊
の教科書の学習を受け、表現と鑑賞の能
力をバランスよく高め、創造的な活動が
展開できるような学習材が十分に用意さ
れている。また、巻末資料編に、近代か
ら現代の書の流れと特徴を知ることがで
きる作品を豊富に掲載することで、生涯
にわたり書を愛好する心情を育てること
にも配慮されている。

・『書Ⅰプライマリーブック』同様の単元「書
Ⅱプライマリー」を冒頭に設けることで、
基礎・基本的な内容を効率よく身に付ける
ことができるように配慮されている。

組織・配列・分量 ＊ 内 容 の 組 織・
配列は、学習
指導を有効に
進められるよ
うに考慮され
ているか。

＊分量は学習指導
を有効に進めら
れるように考慮
され、精選され
ているか。

＊弾力的な取り
扱いに対する
配慮がされて
いるか。

・「書Ⅱプライマリー」は、書の伝統に基づ
く表現の基礎的な技能を身に付け、意図
に基づいて構想し表現を工夫することが
できる構成となっている。

・「漢字の書」「仮名の書」は、時代や書体を
代表する古典により、段階的に学習を進め
られるように工夫されている。また、それ
ぞれの分野が適切な分量で組織・配列され、
表現と鑑賞の学習を相互に関連を図りなが
ら進められるように配慮されている。

・「漢字仮名交じりの書」は、言葉と表現の関
係を意識しながら、漢字や仮名の古典や名
筆を参考にしたり、用具・用材の扱い方や
紙面構成を工夫するなどして、自身の作品
を制作するような構成になっている。

表 記・ 表 現 及 び 指
導に対する工夫や
配慮

＊学習意欲を高
めるための配
慮がされてい
るか。

＊ 用 語・ 記 号 の
取り上げ方や
記述の仕方は
適切か。

＊生徒の自学自
習への配慮や
工夫がされて
いるか。

・表現・鑑賞の往還学習が可能な「書Ⅱプラ
イマリー」、「私を表現へと導く 書」、「資
料 書の文化」の各単元が、知識と技能の
習得の意欲を喚起するような、簡潔でわ
かりやすい表現と構成になっている。

・領域や書体ごとに付したインデックス、
往還を補助するマーク、親しみやすいイ
ラストの活用、よく練られた単元のタイ
トルや解説の言葉・表現など、生徒の理
解しやすさと指導者の利便性の双方に配
慮されている。

・ICTを活用するためのQRコードを、見開き
ページの左上に統一して掲載することで、
生徒や指導者の利用の便宜が図られている。

印刷・造本上の配慮 ＊印刷の鮮明さ、
活字の大きさ、
行間、製本な
どは適切か。

＊環境保全や生
徒の多様な特
性に配慮がな
されているか。

・図版は、原本に迫る臨場感で、美しく鮮
明に印刷されていて、文字の視認性を重
視した細いゴシック体フォントを使用し、
紙面には適度な余白が確保されている。

・ノドの開きが大きい製本と、戻りの少な
いしなやかで軽量に仕上がる紙が使用さ
れている。

・表紙にポリプロピレンフィルム加工を施
すことで、強度に配慮されている。

総合所見 ＊上記観点から
見た、全体的・
総合的な当教
科書の特徴。

・書道Ⅱの学習に必要な表現・鑑賞のための
学習材が系統的・段階的に取り上げられ
ている。

・表現と鑑賞の往還学習のためのマークを
付すことで、学習の深化と発展に配慮さ
れている。

・判型を生かした迫力ある紙面、鮮明で美
しい図版、活用しやすい折り込みページ
の配置により、知識・技能の習得からそ
の活用まで、充実した学習が展開できる
ように工夫されている。

『書Ⅱ』検討の観点と内容の特色

学びの道しるべ



1415

QR コードでアクセスした web ページ
に、美術館・博物館のホームページへ
のリンクや、作品の釈文・読みなどの情
報が掲載されていることを示すマーク
です。鑑賞や臨書、創作など、さまざ
まな学習場面で参照しましょう。

QR マーク

P000
リファレンスマーク
本書の中の参照ページを示しています。

学習に役立つ情報を
web サイトで見るこ
とができます。

QR コード

QR

sample

フ
ム
フ
ム

ホ
ウ
ホ
ウ

ともに考え、ともに学ぶ
ゾウとフクロウのガイド役です。

『書Ⅲ』に新たに加わった機能
教科書掲載の古典や名筆の中で、作品
全体を掲載しているものがいくつかあ
ります。それらの釈文や読みは、長文
であるため、教科書の紙面に掲載する
と、文字が小さくなり読みづらいので、
QR コードでアクセスして見られるよう
にしました。ぜひ活用ください。

鑑賞の学習の前に、まず、なぜ書論を学
ぶのか、また、鑑賞と書論の関係につい
て、わかりやすく記述しました。

『書Ⅲ』で体験できること

言葉と心と向き合いながら、書を三年間
学んできた生徒たちへ、卒業の餞となる
言葉を贈ります。

書道Ⅰ・書道Ⅱを振り返り、これからの
学習を展望することから始まります。

書
を
知
る
こ
と
は
人
を
知
る
こ
と
。
人
を
知
る
と
は
、
自
分
を
知
り
相
手
を
知
る
こ
と
。

心
と
対
話
し
な
が
ら
積
み
重
ね
た
書
の
学
び
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
暮
ら
す
生
徒
た
ち
の
、

生
き
る
指
針
と
な
り
、
自
信
と
な
っ
て
、
未
来
を
明
る
く
照
ら
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

表現の学習の前に、何のために臨書する
のか、今一度考える機会を設けました。

個
を
携
え
羽
ば
た
く
生
徒
の
背
中
を
そ
っ
と
後
押
し
し
ま
す
。

『
書
Ⅲ
』項目 観点 特色等

内容の選択・程度 ＊学習指導要領
の教科の目標
を達成するた
め必要な教材
が適切に用意
されているか。

＊ 基 礎 的・ 基 本
的事項の理解
や習得のため
適切な配慮が
されているか。

・書道Ⅰ・書道Ⅱの学習を受け、さらに表現
と鑑賞の能力をバランスよく高め、個性
的で創造的な活動が展開できるような学
習材が十分に用意されている。また、巻
末の書道史に関する資料や、近現代の書
家の作品や生活の中に生きる書に触れる
ことで、生涯にわたり書を愛好する心情
を育てることにも配慮されている。

・臨書や鑑賞の学習材は、基礎・基本的な内
容を踏まえつつ、書道Ⅰ・書道Ⅱで学ん
だ知識や技能を、自発的に広げたり深め
たりすることができるような選定の工夫
がされている。

組織・配列・分量 ＊ 内 容 の 組 織・
配列は、学習
指導を有効に
進められるよ
うに考慮され
ているか。

＊分量は学習指導
を有効に進めら
れるように考慮
され、精選され
ているか。

＊弾力的な取り
扱いに対する
配慮がされて
いるか。

・教科書の前半は「表現を知る 書」というこ
とで、臨書の学習材や、創作の参考とな
るような古典・名筆を、系統的・発展的に
掲載している。

・「漢字の書」「仮名の書」「漢字仮名交じり
の書」いずれも、個性的な古典や名筆が、
それぞれ適切な分量で組織・配列され、
表現と鑑賞相互に関連を図りながら学習
が進められるように配慮されている。

・教科書後半の「鑑賞を知る 書」は、近現代
の書を中心に、言葉と表現の関係を意識
しながら、表現につながる方法で鑑賞す
るような工夫がされている。

・書論や書道史についても、生徒が理解し
やすい内容を適切な分量掲載している。

表 記・ 表 現 及 び 指
導に対する工夫や
配慮

＊学習意欲を高
めるための配
慮がされてい
るか。

＊ 用 語・ 記 号 の
取り上げ方や
記述の仕方は
適切か。

＊生徒の自学自
習への配慮や
工夫がされて
いるか。

・「表現を知る 書」「鑑賞を知る 書」の各単
元が、知識と技能の習得の意欲を喚起す
るような、簡潔でわかりやすい表現と構
成になっている。

・領域や書体ごとに付したインデックス、
往還を補助するマーク、親しみやすいイ
ラストの活用、よく練られた単元のタイ
トルや解説の言葉・表現など、生徒の理
解しやすさと指導者の利便性の双方に配
慮されている。

・ICTを活用するためのQRコードを、見開き
ページの左上に統一して掲載することで、
生徒や指導者の利用の便宜が図られている。

・図版の釈文や読みの中で、長文のものに
ついては QRコードでアクセスして参照す
るようにし、見やすさやわかりやすさに
配慮している。

印刷・造本上の配慮 ＊印刷の鮮明さ、
活字の大きさ、
行間、製本な
どは適切か。

＊環境保全や生
徒の多様な特
性に配慮がな
されているか。

・図版は、原本に迫る臨場感で、美しく鮮
明に印刷されていて、文字の視認性を重
視した細いゴシック体フォントを使用し、
紙面には適度な余白が確保されている。

・ノドの開きが大きい製本と、戻りの少な
いしなやかで軽量に仕上がる紙が使用さ
れている。

・表紙にポリプロピレンフィルム加工を施
すことで、強度に配慮されている。

総合所見 ＊上記観点から
見た、全体的・
総合的な当教
科書の特徴。

・書道Ⅲの学習に必要な表現・鑑賞のための
学習材が系統的・段階的に取り上げられ
ている。

・表現と鑑賞それぞれの学習の広げ方、深
め方がていねいに記述されている。

・判型を生かした迫力ある紙面、鮮明で美
しい図版、ひと目でわかる領域別に色分
けされたインデックスなど、知識・技能
の習得からその活用まで、充実した学習
が展開できるように工夫されている。

『書Ⅲ』検討の観点と内容の特色
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